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理学部長　　　　山　口　敏　男
理学研究科長　　西　田　昭　彦

理学部・理学研究科では、本学部・研究科の教育・研究活動を総括するとともに学内外の人々
にお知らせするために、2012 年度から「理学部・理学研究科年報」を発行しています。本年報に
は 2013 年度の理学部・理学研究科の活動年譜、教員組織、学部・研究科の教育・研究活動、入
学志願者の状況や就職状況、社会貢献、国際交流、各学科の研究室毎の活動状況等がまとめてあ
ります。

理学部は 1970（昭和 45）年 4 月に応用数学科・応用物理学科・化学科の 3 学科で創設しまし
た。1976 年 4 月に理学研究科応用物理学専攻および化学専攻の各博士課程を、1990 年 4 月に理
学研究科応用数学専攻博士課程を設置しました。その後、1998 年 4 月に地球圏科学科を、翌年 4
月に理学研究科地球圏科学専攻博士課程（修士課程は 1997 年 4 月）を増設しました。理学部は、

「数学を含む自然科学領域の探究を通して社会の発展と福祉に貢献する」という教育理念を基に、
「基礎学力を十分に修得し、自然現象を幅広い視野から理解し、自ら問題を提起し、知識の活用
ができる豊かな人間性をも兼ね備えた人材を育成する」ことに努めてきました。また、国際化・
情報化、グローバル化の 21 世紀社会に対応し、既存の学問分野を融合した思考・発想ができる
人材を育成するために、2008 年 4 月に文理融合型の人材の育成を目指す「社会数理・情報インス
ティテュート」と「物理」と「化学」を柱とした「ナノサイエンス・インスティテュート」を設置し、
さらに同年４月には応用物理学科を物理科学科に改称する改革に努めてきました。

2013 年度もさまざまな教育改善活動に精力的に取り組みました。本学の「魅力ある学士課程教
育支援」を受け、リメディアル教育や学修支援活動、国際教育研究交流活動、文章表現力教育等
にも取り組み、大きな成果を挙げることができました。大学院では、教育の実質化を図るために
博士課程後期の指導科目の単位化を実施し、複数教員による指導体制の定着化等を進めました。

研究活動においては、国内外との共同研究や著名な外国人研究者の招聘など国際的なレベルで
研究を進めています。2012 年 4 月に国際火山噴火史情報研究所を設置して、国内外の噴火史研
究のための野外調査を実施し、研究成果の集積・社会還元を目的に電子博物館を核とし、火山リ
スク評価の研究を進めています。また、科学研究費をはじめ外部資金の獲得も積極的に行ってい
ます。

本学部・研究科の社会貢献活動としては、スーパーサイエンスハイスクール、市民カレッジ、
地域の教育支援活動、地域との交流活動を推進しました。詳細は本年報をご参照願います。

　
2013 年 10 月末に三竹大寿助教（応用数学科）が広島大学准教授として転出しました。2014 年

3 月末に柴田勝征教授（応用数学科）、村田義夫併任講師（助教）（化学科）、吉田哲夫氏（教育嘱託、

science
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物理科学科）、有福文博氏（教育嘱託、化学科）、下東美樹氏（教育嘱託、地球圏科学科）が退職
しました。柴田教授には 2014 年 4 月に福岡大学名誉教授の称号が授与されました。これらの先
生方は長年にわたり理学部の教育・研究活動に携わってこられました。ここに改めて感謝をささ
げたいと思います。2014 年 4 月には、2 名の准教授（応用数学科、化学科）、3 名の助教（物理科
学科、化学科、地球圏科学科）が着任します。

国際交流事業では、2013 年度には応用数学科にLi Haizhong教授（清華大学）とDiego A. 
Gomes教授（リスボン大学）、化学科にTurq Pierre教授（ピエール・マリー・キュリー大学）を
それぞれ招聘して大学院生の指導や教員との共同研究を遂行しました。また、国際交流事業とし
て、ナノサイエンス・インスティテュートコース 3 年次生 9 名を上海交通大学に派遣しました。
また、蔚山大學校自然科学大学化学科の 4 年次生・院生 37 名が化学科を訪問して研究発表や文
化交流を行いました。

2014 年度より福岡大学では自己点検・評価を毎年行います。2018 年度から 18 歳人口の減少
が予想されています。理学部・理学研究科は将来の動向を見据えて改革し更なる発展を目指して
努力していきます。皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。
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理学部

■アドミッションポリシー（入学者受入れの方針）
　　理学部は人材養成の目的を達成するために、
　　1．高等学校段階で習得しておくべき基礎学力を身につけている人
　　2．数理や自然現象に興味・関心を持っている人
　　3． 幅広い教養、国際性、および専門分野についての高い能力を身につける意欲を持つ人
　　の入学を求めています。

■カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　　人材養成の目的を達成するために、理学部では次のカリキュラムを編成しています。
　　1． 1、2 年次には、リメディアル授業、少人数クラスの講義、実習や演習およびゼミナー

ル等によって、自然科学全般にわたる基礎学力と思考力を養い、また共通教育によっ
て、幅広い教養、国際性および社会性を身につけることができるカリキュラム

　　2． 3、4 年次には、この基礎学力に加えて、多様な専門分野から学生自ら選択した分野に
ついて学び、自然現象等を幅広い視野から理解し、未知の現象を解明する力を習得で
きるカリキュラム

■ディプロマポリシー（学位授与の方針）
　 　理学部の教育課程においては、厳格な成績評価を行い、所定の単位を修め、次の能力を備

えた学生に卒業を認定し、学位を授与します。
　　1．自然現象の理解とその応用に必要な論理力・分析力・創造力
　　2．豊かな人間性、社会性および国際性

理学研究科

■アドミッションポリシー（入学者受入れの方針）
　 　理学研究科では、自然科学・数理科学に関する深い学識を持ち、自立して研究活動を行い

得る能力を持つ人材、及びその学術的素養を活かして社会で活躍できる専門的職業人を育成
することを目的としている。

　 　博士課程前期では、一定水準以上の学力があって、かつ自然や数理の諸現象に興味があり、
問題解決に向けて積極的に取り組む人材を受け入れる。特に成績優秀な学部学生には、3 年
次で飛び級制度、４年次では推薦入学制度を設けている。自然科学全般に関する広い見識の
重要性から、他大学・他学部の学生や社会人・外国人留学生も積極的に受け入れる。

　 　博士課程後期では、修士論文の内容の精査と面接審査等によって、探求心と目標とする研
究を遂行するための能力の有無を見極め、かつ、問題解決に向けて意欲的に取り組む姿勢を
評価する。また自然現象や数理の解明に興味を持ち、新しい考え方で研究を遂行する意欲の
ある社会人・外国人留学生も受け入れる。

science
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■カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　 　博士課程前期では、「講究」・「実験」等の授業科目を通じて専門分野に関する知識や自然

科学研究の実験手法を修得して、研究能力や自己表現力を涵養するようにカリキュラムを構
成している。さらに専攻ごとに配置した多くの選択科目は、専攻内の他専修だけでなく他専
攻からも受講できるようになっており、専門にこだわらない多面的かつ先端的な知識を修得
できるようにしている。

　 　博士課程後期では、前期課程の教育・研究をさらに深化・発展させ、自立して研究活動を
遂行し得る高度な能力を備えた人材の育成を図る。このため、学生の学位取得に向けた自主
的な研究推進と指導教員のもとでのゼミナールを重視し、加えて自然科学・数理科学に関す
る深い学識を身につけることができるよう、専門的な特修科目を設置している。

■ディプロマポリシー（学位授与の方針）
　 　博士課程前期では、修了に必要な授業科目の単位の取得に加えて、修士論文を提出させる。

修士論文の審査にあたって、広い視野に立って深い学識を修め、専門分野についての研究能
力又は専門分野にかかわる職業に従事するに必要な能力を有するか否かを判断する。

　 　博士課程後期では、博士（理学）の学位授与には査読付き学術誌に一定基準数以上の論文
が掲載されていることを基本要件としている。博士論文の審査にあたって、研究成果が新た
な知見を含み、研究者として自立して研究活動を行い得る能力又は自然科学・数理科学にか
かわる専門的な職業に従事するに必要な高度な能力を有するか否かを判断する。
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2013 年   4 月  1 日 入学式
   【学部】新入生・保護者懇談会
   【研究科】新入生ガイダンス
　　　　　　　　 5 日 【学部】新入生学部指導懇談会
　　　　　　　　 9 日 前期授業開始
　　　　 5 月 17 日 【応用数学科】修学指導
   【地球圏科学科】修学指導
 18 日 【物理科学科】修学指導
 24 日 【応用数学科】修学指導
   【地球圏科学科】修学指導
 25 日 【物理科学科】修学指導
        6〜7 月   父母懇談会（本学・各地）
　　       7 月   1・8 日 【化学科】第 10 回チュートリアル研究発表会
　　　　　　　　 6 日 【研究科】推薦入学試験
 12 日 【物理科学科】物理科学研究Ⅰ・Ⅱ　研究室配属説明会（3 年次）
 23 日 前期授業終了
 24 日 【学部】前期定期試験開始
             8 月  2 日 【学部】前期定期試験終了
　　　　　　　　 3 日 オープンキャンパス
　　　　　　　　 4 日 夏季休業開始
　　　　　  19〜23 日 【化学科】日中交流プログラム
　　　　　  20〜23 日 【化学科】日韓交流プログラム（第 9 回）
             9 月  2 日 【研究科】秋季入学試験
 13 日 夏季休業終了
 14 日 後期授業開始
   【化学科】研究室配属説明会（3 年次）
                  18・19 日 【化学科】研究室配属ラボツアー（3 年次）
 28 日 （前期卒業式）
   学位記授与式（修士）
   【化学科】就職懇談会（ステップアッププログラム「先輩と語る－大学と社会－」）
　　　  10 月  1 日 秋季学位記授与式（博士）
   11 月〜3 月   【地球圏科学科】2 年次生向け分野選択希望調査
　　　  11 月  1 日 【化学科】系分け説明会（2 年次）
　　　　　　　　 8 日 【化学科】系分けラボツアー（2 年次）
　　　　　　　　 9 日 【応用数学科】就職活動報告会
 11 日 【応用数学専攻】理学研究科説明会

science
３．２０１３年度　理学部・理学研究科の活動年譜 
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   院生中間発表会
 16 日 【応用数学科】ステップアッププログラム「先輩と語る－大学と社会－」
   【地球圏科学科】ステップアッププログラム「先輩と語る－大学と社会－」
   【地球圏科学科】「地球圏科学科研究成果交流会」
 20 日〜 【応用数学科】3 年次生に対する進路面接
 22 日 【物理科学科】就職・進路説明会（3 年次）
   【応用物理学専攻】就職・進路説明会
   【物理科学科】ステップアッププログラム「先輩と語る－大学と社会－」
　　　  12 月 26 日 冬季休業開始
2014 年   1 月  4 日 冬季休業終了
 14 日 後期授業終了
   【地球圏科学科】卒業論文発表会
 15 日 【学部】後期定期試験開始
   【地球圏科学科】卒業論文発表会
 27 日 【学部】後期定期試験終了
 31 日 【応用数学専攻】修士論文発表会
   【化学専攻】博士論文公聴会
   【地球圏科学科】修士論文発表会
　　　　 2 月  1 日 【化学専攻】修士論文発表会（第 37 回）
　　　　　　　　 3 日〜 【学部】（2014 年度）入学試験
　　　　　　　　 8 日 【応用数学科（応用数学コース）】卒業研究発表会
   【応用数学科（数理・情報インスティテュートコース）】卒業研究発表会
 10 日 【応用物理学専攻】修士論文発表会
 13 日 【物理科学科】卒業論文発表会
                  14・15 日 【化学科】卒業論文発表会（第 41 回）
 18 日 【研究科】春季入学試験
　　　　 3 月  6 日 【物理科学科】FD講演会
 18 日 【地球圏科学科】履修ガイダンス（新 2 年次）
 19 日 卒業式
   学位記授与式（修士）
 25 日 春季学位記授与式（博士）
 31 日 【応用数学科】留年した学生に対する学科独自の修学指導
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 理  学  部  長 山　口　敏　男

【応用数学科】
 教　　　　授 秋　山　獻　之
  石　黒　賢　士
  井　上　　　淳
  小　田　信　行
  黒　瀨　秀　樹
  柴　田　勝　征
  白　石　修　二
  陶　山　芳　彦
  田　中　尚　人
  田　中　　　勝
  成　瀬　慶　明
  福　嶋　幸　生
  山　田　直　記
  渡　辺　正　文
 准    教    授 杉　万　郁　夫
  藤　木　　　淳
 助　　　　教 川久保　　　哲
  高　倉　真由美
  濱　田　龍　義
  保　坂　亮　介
  松　浦　　　望
  宮　内　敏　行
 助　　　　手 岡　松　弘　子
  小　林　錦　子
  中　岡　史　絵
  森　　　和　子

【物理科学科】
 教　　　　授 香　野　　　淳 
  武　末　尚　久
  田　﨑　　　茂
  寺　田　　　貢
  永　田　潔　文
  西　田　昭　彦
  平　松　信　康

  御　園　雅　俊
  宮　川　賢　治
 准    教    授 赤　星　　　信
　　　　　　　　伊　佐　士　郎
  固　武　　　慶
  眞　砂　卓　史
  宮　原　　　慎
  山　本　大　輔
 助　　　　教 大　槻　かおり
  小　隈　龍一郎
  坂　本　文　隆
  匠　　　正　治
  竹　内　千　寿
  竹　迫　一　雄
  田　尻　恭　之
  椿　原　晋　介
  藤　　　昇　一
  中　村　忠　嗣
  中　山　和　之
 （教 育 嘱 託） 林　　　純一郎
  吉　田　哲　夫
　教育技術職員 濱　田　美　和

【化学科】
 教　　　　授　大　熊　健太郎
  川　田　　　知
  寺　田　成　之
  祢宜田　啓　史
  林　田　　　修
  松　原　公　紀
  山　口　武　夫
  山　口　敏　男
 准    教    授 安　藤　　　功
  塩　路　幸　生
  弟子丸　正　伸
  仁　部　芳　則
 講　　　　師 安　東　勢津子

science
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　併任講師（助教） 田　中　英　彦
  村　田　義　夫
 助　　　　教 栗　崎　　　敏
  古　賀　裕　二
  塩　井　成留実
  永　留　重　実
  長　洞　記　嘉
  濱　口　智　彦
  福　田　将　虎
  山　田　勇　治
  吉　田　亨　次
  渡　辺　啓　介
　（教 育 嘱 託） 有　福　文　博

【地球圏科学科】
 教　　　　授 上　野　勝　美
  奥　野　　　充
  景　浦　　　宏
  杦　山　哲　男
  田　口　幸　洋
  中　川　裕　之
  林　　　政　彦
  横　張　文　男
 准    教    授 伊　東　綱　男
  玉　木　克　美
  西　　　憲　敬
 講　　　　師 高　島　久　洋
 助　　　　教 藍　　　浩　之
  鮎　澤　　　潤
  石　原　与四郎
  岩　崎　雅　行
  乙　部　直　人
  古　賀　正　明
  白　石　浩　一
  竹　内　　　覚
  田　上　　　響
  原　　　圭一郎
  柚　原　雅　樹
  渡　邉　英　博
　（教 育 嘱 託） 下　東　美　樹

　（理学部工場担当） 渡　邉　眞之助

 理学研究科長 西　田　昭　彦

【応用数学専攻】
 博士課程後期研究指導教員
  石　黒　賢　士
  井　上　　　淳
  小　田　信　行
  黒　瀨　秀　樹
  柴　田　勝　征
  陶　山　芳　彦
  田　中　尚　人
  田　中　　　勝
  成　瀬　慶　明
  山　田　直　記
 博士課程前期研究指導教員
  秋　山　獻　之
  白　石　修　二
  福　嶋　幸　生
  渡　辺　正　文
  藤　木　　　淳
 博士課程前期研究指導補助教員
  杉　万　郁　夫

【応用物理学専攻】
 博士課程後期研究指導教員
  香　野　　　淳
  武　末　尚　久
  田　﨑　　　茂
  永　田　潔　文
  西　田　昭　彦
  平　松　信　康
  御　園　雅　俊
  宮　川　賢　治
 博士課程後期研究指導補助教員
  伊　佐　士　郎
 博士課程前期研究指導教員
  寺　田　　　貢
  赤　星　　　信
  固　武　　　慶
  眞　砂　卓　史
  宮　原　　　慎
  山　本　大　輔
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【化学専攻】
 博士課程後期研究指導教員
  大　熊　健太郎
  川　田　　　知
  寺　田　成　之
  祢宜田　啓　史
  林　田　　　修
  松　原　公　紀
  山　口　武　夫
  山　口　敏　男
 博士課程前期研究指導教員
  安　藤　　　功
  塩　路　幸　生
  弟子丸　正　伸
  仁　部　芳　則

【地球圏科学専攻】
 博士課程後期研究指導教員
  上　野　勝　美
  奥　野　　　充
  杦　山　哲　男
  田　口　幸　洋
  中　川　裕　之
  林　　　政　彦
  横　張　文　男
 博士課程後期研究指導補助教員
  景　浦　　　宏
  伊　東　綱　男
  玉　木　克　美
  西　　　憲　敬
  高　島　久　洋
 博士課程前期研究指導教員
  景　浦　　　宏
  伊　東　綱　男
  玉　木　克　美
  西　　　憲　敬
  高　島　久　洋

【理学部事務室】
 室　　　　長 遠　藤　信　廣
 事  務  職  員 大　塚　耕　輔
  中　野　早　紀
  橋　口　敦　子
  藤　原　僚　平
  眞　鍋　諒　子
 （事 務 嘱 託） 髙　田　広　明
  山　口　和　子
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【

学　部 応用数学科 物理科学科 化学科 地球圏科学科
学科主任 横張　文男

（学部長）
田中　　勝 御園　雅俊 林田　　修 林　　政彦

学科副主任 山田　直記 田﨑　　茂 寺田　成之 景浦　　宏

インスティテュート担当 ― 杉万　郁夫

※香野　　淳

川田　　知
西田　昭彦
永田　潔文
眞砂　卓史
山本　大輔

大学協議員 井上　　淳 ― ― ― ―

教務連絡員会 杦山　哲男
（教務委員） 白石　修二 武末　尚久

※仁部　芳則 ※玉木　克美
山口　敏男 奥野　　充
弟子丸正伸 中川　裕之

学生部委員 山口　武夫
（学生部委員） ― ― ― ―

FD推進委員会 杦山　哲男 杉万　郁夫 香野　　淳 松原　公紀 奥野　　充

経理委員会 横張　文男
白石　修二

香野　　淳 川田　　知 伊東　綱男
杉万　郁夫

図書連絡員会 川田　　知
（図書委員） 秋山　獻之 赤星　　信 川田　　知 景浦　　宏

研究推進連絡員会 大熊健太郎
（研究推進部委員） 石黒　賢士 山本　大輔 大熊健太郎 上野　勝美

キャリア教育調整員会
永田　潔文

（就職・進路支援
センター委員）

渡辺　正文 平松　信康 松原　公紀
※奥野　　充

景浦　　宏
西　　憲敬

理学部将来構想検討委員会
横張　文男 田中　　勝 御園　雅俊 林田　　修 林　　政彦
宮川　賢治 田中　尚人 香野　　淳 川田　　知 上野　勝美

高大接続委員会 山田　直記
杉万　郁夫 ※永田　潔文 山口　武夫

田口　幸洋
藤木　　淳 御園　雅俊 川田　　知

教育開発支援機構委員 杦山　哲男 ― ― ― ―
共通教育センター委員 奥野　　充 ― ― ― ―
言語教育研究センター委員 小田　信行 ― ― ― ―
教職課程教育センター委員 福嶋　幸生 ― ― ― ―
国際センター委員 林　　政彦 ― ― ― ―
エクステンションセンター委員 田口　幸洋 ― ― ― ―

教育職員資格審査委員
陶山　芳彦

― ― ― ―
田﨑　　茂

アニマルセンター委員 山口　武夫 ― ― ― ―

ＲＩセンター委員
安藤　　功

― ― ― ―
弟子丸正伸

広報委員会
横張　文男

小田　信行 香野　　淳 弟子丸正伸 伊東　綱男
山田　直記

science
５．学部・研究科の担当者（2013年度）　

2013年11月30日まで

【学部】
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学　部 応用数学科 物理科学科 化学科 地球圏科学科
ＨＰ委員会 弟子丸正伸 濱田　龍義 香野　　淳 山田　勇治 中川　裕之

総合情報処理センター
連絡員会

白石　修二
（総合情報処理
センター委員）

白石　修二 眞砂　卓史 山口　敏男 西　　憲敬

X線管理小委員会 山口　敏男 武末　尚久 山口　敏男 奥野　　充

環境保全委員会
松原　公紀

（環境保全セン
ター委員）

松浦　　望 御園　雅俊 松原　公紀 古賀　正明

遺伝子組換え実験
安全委員会委員 弟子丸正伸 ― ― ― ―

動物実験委員会委員 山口　武夫 ― ― ― ―

各クラス担任

1 年次
山田　直記
藤木　　淳

赤星　　信
大熊健太郎

上野　勝美
伊東　綱男

川田　　知
【ナノ】松原　公紀

2 年次
田中　尚人
陶山　芳彦

山本　大輔
山口　武夫

景浦　　宏
玉木　克美

山口　敏男
【ナノ】塩路　幸生

3 年次
小田　信行
白石　修二

寺田　　貢
松原　公紀

横張　文男
田口　幸洋

安藤　　功
【ナノ】林田　　修

4 年次
渡辺　正文
田中　　勝

田﨑　　茂
祢宜田啓史

杦山　哲男
林　　政彦

林田　　修
【ナノ】川田　　知

理学部懇親会幹事
杉万　郁夫

― ― ― ―
田上　　響

研究科 応用数学専攻 応用物理学専攻 化学専攻 地球圏科学専攻
大学院専攻主任 宮川　賢治

（研究科長）
成瀬　慶明 香野　　淳 寺田　成之 杦山　哲男

大学院専攻副主任 田中　尚人 御園　雅俊 林田　　修 田口　幸洋
大学院委員 山口　敏男 ― ― ― ―
大学院学務委員 西田　昭彦 ― ― ― ―

大学院教育職員
資格審査委員

井上　　 淳
― ― ― ―

山口　敏男

【研究科】

注：※印は代表者
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学　部 応用数学科 物理科学科 化学科 地球圏科学科
学科主任 山口　敏男

（学部長）
田中　　勝 御園　雅俊 寺田　成之 林　　政彦

学科副主任 山田　直記 田﨑　　茂 松原　公紀 景浦　　宏

インスティテュート担当 ― 杉万　郁夫

※香野　　淳

林田　　修
西田　昭彦
永田　潔文
眞砂　卓史
山本　大輔

大学協議員 横張　文男 ― ― ― ―

教務連絡員会 川田　　知
（教務委員） 白石　修二 武末　尚久

※林田　　修 ※玉木　克美
大熊健太郎 奥野　　充
仁部　芳則 中川　裕之

学生部委員 林　　政彦
（学生部委員） ― ― ― ―

FD推進委員会 川田　　知 杉万　郁夫 香野　　淳 安藤　　功 奥野　　充

経理委員会 山口　敏男
白石　修二

香野　　淳 林田　　修 伊東　綱男
杉万　郁夫

図書連絡員会 武末　尚久
（図書委員） 秋山　獻之 赤星　　信 祢宜田啓史 景浦　　宏

研究推進連絡員会 松原　公紀
（研究推進部委員） 石黒　賢士 山本　大輔 松原　公紀 上野　勝美

キャリア教育調整員会
山田　直記

（就職・進路支援
センター委員）

小田　信行 永田　潔文 松原　公紀
※高島　久洋

奥野　　充
景浦　　宏

理学部将来構想検討委員会
山口　敏男 田中　　勝 御園　雅俊 寺田　成之 林　　政彦
西田　昭彦 田中　尚人 香野　　淳 林田　　修 上野　勝美

高大接続委員会 大熊健太郎
杉万　郁夫 ※永田　潔文

塩路　幸生 田口　幸洋
藤木　　淳 御園　雅俊

教育開発支援機構委員 寺田　　貢 ― ― ― ―
共通教育センター委員 香野　　淳 ― ― ― ―
言語教育研究センター委員 小田　信行 ― ― ― ―
教職課程教育センター委員 杉万　郁夫 ― ― ― ―
国際センター委員 石黒　賢士 ― ― ― ―
エクステンションセンター委員 田口　幸洋 ― ― ― ―

教育職員資格審査委員
井上　　淳

― ― ― ―
寺田　成之

アニマルセンター委員 伊東　綱男 ― ― ― ―

ＲＩセンター委員
川田　　知

― ― ― ―
弟子丸正伸

広報委員会
山口　敏男

小田　信行 香野　　淳 弟子丸正伸 伊東　綱男
大熊健太郎

ＨＰ委員会 弟子丸正伸 濱田　龍義 香野　　淳 山田　勇治 中川　裕之

総合情報処理センター
連絡員会

田中　　勝
（総合情報処理
センター委員）

白石　修二 眞砂　卓史 仁部　芳則 西　　憲敬

2013年12月1日以降

【学部】
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学　部 応用数学科 物理科学科 化学科 地球圏科学科
X線管理小委員会 山口　敏男 武末　尚久 山口　敏男 奥野　　充

環境保全委員会
林田　　修

（環境保全セン
ター委員）

松浦　　望 御園　雅俊 林田　　修 古賀　正明

遺伝子組換え実験
安全委員会委員 弟子丸正伸 ― ― ― ―

動物実験委員会委員 伊東　綱男 ― ― ― ―

各クラス担任

1 年次
山田　直記

赤星　　信
弟子丸正伸 上野　勝美

藤木　　淳 【ナノ】大熊健太郎 伊東　綱男

2 年次
田中　尚人
陶山　芳彦

山本　大輔
大熊健太郎

景浦　　宏
玉木　克美

川田　　知
【ナノ】松原　公紀

3 年次
小田　信行
白石　修二

寺田　　貢
山口　武夫

横張　文男
田口　幸洋

山口　敏男
【ナノ】塩路　幸生

4 年次
渡辺　正文
田中　　勝

田﨑　　茂
松原　公紀

杦山　哲男
林　　政彦

安藤　　功
【ナノ】林田　　修

理学部懇親会幹事
杉万　郁夫

― ― ― ―
田上　　響

研究科 応用数学専攻 応用物理学専攻 化学専攻 地球圏科学専攻
大学院専攻主任 西田　昭彦

（研究科長）
成瀬　慶明 香野　　淳 松原　公紀 杦山　哲男

大学院専攻副主任 田中　尚人 御園　雅俊 寺田　成之 田口　幸洋
大学院委員 杦山　哲男 ― ― ― ―
大学院学務委員 中川　裕之 ― ― ― ―

大学院教育職員
資格審査委員

小田　信行
― ― ― ―

宮川　賢治

【研究科】

注：※印は代表者
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（1）入学試験形態別志願者数（2013 年度入学志願者数）

一般入学試験 センター
プラス型
入　　試

センター
試験利用
入　　試

推薦入試 総　数
系統別 前期 後期 計

応用数学科 110 431 55 596 167 107 18 888

社会数理・
情報インスティテュート 42 139 11 192 55 23 9 279

物理科学科 105 295 21 421 96 54 10 581

ナノサイエンス･
インスティテュート（物理科） 28 37 5 70 11 8 4 93

化学科 132 501 23 656 139 160 21 976

ナノサイエンス･
インスティテュート（化） 64 95 7 166 34 35 2 237

地球圏科学科 126 340 23 489 110 94 26 719

計 607 1,838 145 2,590 612 481 90 3,773

（2）学生数（2013 年 5 月 1 日現在）

１年 2 年 3 年 4 年 2009 年度
以前入学者 計

応用数学科 61 78 64 65 6 274

物理科学科 63 67 64 66 19 279

化学科 66 69 72 75 8 290

地球圏科学科 63 63 72 74 8 280

計 253 277 272 280 41 1,123

（3）卒業生数（2014 年 3 月 31 日現在）

2013 年 9 月 13 日付 2014 年 3 月 19 日付 計

応用数学科 0 56 56

物理科学科 0 65 65

化学科 2 66 68

地球圏科学科 0 70 70

計 2 257 259

science
６．学部学生数・卒業生数等
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（1）入学試験形態別志願者数（2013 年度入学志願者数）

博士課程前期
博士課程後期

推薦 秋期（一般） 春期（一般） 飛び級 計

応用数学専攻 0 0 3 3 6 0

応用物理学専攻 3 2 3 1 9 0

化学専攻 9 8 7 1 25 1

地球圏科学専攻 1 1 1 1 4 0

計 13 11 14 6 44 1

（2）大学院生数（2013 年 5 月 1 日現在）

博士課程前期 博士課程後期

1 年 2 年
2011 年
度以前
入学者

計 1 年 2 年 3 年
2010 年
度以前
入学者

計

応用数学専攻 6 4 0 10 0 0 0 0 0

応用物理学専攻 4 6 0 10 0 1 0 0 1

化学専攻 21 18 0 39 1 0 0 1 2

地球圏科学専攻 4 3 1 8 0 1 1 0 2

計 35 31 1 67 1 2 1 1 5

（3）修了生数（2014 年 3 月 31 日現在）

博士課程前期
博士課程後期

修了者（学位取得者） 満期退学者

応用数学専攻 4 0 0

応用物理学専攻 6 0 0

化学専攻 18 1 0

地球圏科学専攻 1 0 0

計 29 1 0

（4）満期退学後の学位（課程博士）取得者

0

science
７．研究科大学院生数・修了生数等
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福岡大学では 2005 年度から教育改善に関する取り組みを進め、PDCAサイクルによって教育
改善を図る「教育マネジメントサイクル活動」を行っている。理学部でも毎年学科別に「教育マ
ネジメントサイクル」を策定し、組織的かつ継続的に教育効果を高める取り組みを行っている。
ここでは理学部各学科が 2013 年度に実行した教育改善行動プログラムの内容と、その活動評価
結果ついて報告する。

【応用数学科】
（1）早期合格者を対象とした入学前の課題指導
　 　応用数学コース 11 名、社会数理・情報インスティテュートコース 5 名の推薦入試合格者に

対し、2014 年 1 月上旬と下旬、2 月中旬と下旬の計 4 回にわたり、数学Ｃに関する課題を与え
て提出を求め、その添削指導を実施した。解答の記述方法について、数学的根拠を押さえた説
明の進め方、大学教育への導入まで、答案内容に応じた指導を行った。

　 　また、応用数学コースでは、より数学に親しめるように数学に関する読み物を読み、その概
略と感想を提出させた。社会数理・情報インスティテュートコースでは、実社会の問題に対す
る関心をもってもらうために、新聞を読み関心をもった記事についての概要のまとめと意見や
感想を提出させた。

（2）数学におけるリメディアル教育の構築と実践
　 　理学部応用数学科と工学部の新入生を対象とし、演習を主体とした数学リメディアル教育

を、前期・後期各 12 回とそれぞれの期末試験を実施した。講義内容は、応用数学科について
は線形代数、工学部については微分積分を中心とし、大学初年次に学ぶ正規科目を補完し、大
学で学ぶ数学へのスムーズな移行をサポートした。

（3）少人数クラスによる初年次チュートリアル教育
　 　１年次前期科目「数学総合Ⅰ」において、少人数クラスを設置した。新入生を少人数のグルー

プに分け、各グループに担当教員がつき、大学で学ぶ数学への導入教育を実施した。大学数学
の基礎教育と環境の変化に起因する学生の悩みにきめ細かく対処する有効な手段として成果を
挙げたと考えられる。

（4）福大生ステップアッププログラム「先輩と語る－大学と社会－」の開催
　 　2013 年 11 月 16 日に、福大生ステップアッププログラムとして、各分野で活躍している本学

科卒業生 4 名を招き、就職活動の体験談や現在の職場での業務について講演をいただき、質疑
応答の後、学生や教員を交えた懇談会を開催した。就職活動前の学生にとって有意義なものと
なった。

（5）卒業研究発表会の開催
　 　2014 年 2 月 8 日に、応用数学コースと社会数理・情報インスティテュートコースともに、

卒業研究発表会を開催した。会場を分けたために時間的にも余裕ができたことで、テーマに
よって複数の発表を実施するゼミが増加した。それぞれの教育の個性が発表の内容や形態にも
見られ充実したものになった。

science
８．学部教育活動状況
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【物理科学科】
（1）カリキュラム検討委員会（随時）
　 　物理科学コースとナノサイエンス・インスティテュートコースのカリキュラムについて、専

門科目の履修登録状況の変化などを調査し、カリキュラムの問題点を分析して、学生の能力に
適合して実効性のある教育になっているかどうかを検討してきた。2012 年度はカリキュラム
のさらなる改正の必要性について集中的に議論、検討を行い、2013 年度から両コースのカリ
キュラムを一部改正した。また、１年度内に履修可能な単位数が削減可能かどうか、また、削
減するならば、その場合のカリキュラムは如何にあるべきかという点についての検討を開始した。

（2）「物理学基礎ゼミナール」委員会の開催（2〜7 月の期間随時、2014 年 3 月随時）
　 　大学の物理学への導入科目である「物理学基礎ゼミナール」について、物理科学コース約 60

名の履修登録者に対して 15 班体制で実施した（化学科ナノサイエンス・インスティテュート
コース「ナノサイエンス基礎演習」でも同じ内容を約 10 名 3 班体制で同じ時間帯に実施）。ま
た、物理科学科ナノサイエンス・インスティテュートコースの学生に対する導入教育として、
課外で学科の教員 4 名が指導にあたり「物理学基礎ゼミナール」の内容を学習させた。物理学
基礎ゼミナール委員会で実施状況等に随時検討を重ねてきた。また、昨年度の委員会での総括
を踏まえ、本年度は授業実施方法の見直しを行った。2014 年 3 月に物理学基礎ゼミナール委
員会で本年度の総括、実施方法等の修正を検討し、来年度の実施準備を行った。

（3） 教育活動の評価（随時）
　 　理工系基礎教育については、昨年度に続き「福岡大学 魅力ある学士課程教育支援（理工系学

生の基礎力パワーアッププログラム）」のプログラムＢ（物理学パワーアップ道場）を実施し、
併せて、物理科学科の学生に対しても、「物理学と数学」および「同演習」について道場形式で
学修支援を行うとともに、理工系学生全般の学力向上のための施策について検討を行った。

（4） ＦＤ講演会の開催
　 　本年度は、「長崎大学における科学的プレゼンテーション教育」と題し、プレゼンテーショ

ンに関する先進的な取り組みを行っている講師を招いて講演会を行った。ＦＤの一環として、
プレゼンテーションについて議論する貴重な機会となった。

（5） ＦＤ研修会への参加
　 　日本私立大学連盟などが開催する大学フォーラムなどの研修会に参加し、ＦＤに関する他大

学の取り組みや文部科学省の方針などの情報を収集した。
（6） 教育・研究環境の整備
　 　物理科学科では、教育・研究をさらに充実させるため、未使用状態となっていた 9 号館屋上

の天体観測用ドームを活用することを計画し、理学部他学科の了承を得て、ドーム利用のため
の施設整備（屋上の通路の安全確保、ドーム内の観測のための施設の整備）を行った。これを
利用して、天体観望会を開催した。

【化学科】
（1 ） 推薦入学者に対する入学前教育
　 　化学コースとナノサイエンス・インスティテュートコースの推薦入試合格者に対して、2012

年 12 月から 2013 年 3 月までの間に、計 3 回の化学と英語に関する課題を課し、添削指導を
行った。

（2 ） 学力到達度チェック
　 　例年どおり、新入生に対して学力到達度チェックテストを実施した。その結果は過去５年間
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に入学した学生と大きな相違はなかった。
（3 ） 初年次リメディアル教育
　 　新入生に対して、学習効率を高めるために、リメディアル教育として「基礎化学演習」（「ナ

ノサイエンス基礎演習」）を前期に実施した。化学、物理、数学の基本的な事項について、助
教が中心となり個人指導を行った。

（4 ） 少人数での初年次テュートリアル教育
　 　充実した学生生活を送るための助けとして 1 年次前期に正課外教育としてテュートリアル教

育を実施した。また、この教育の一環として、第 10 回テュートリアル研究発表会を 7 月 1 日
と 8 日の両日、5 時限目に開催した。講演要旨集を作成し、Power Pointを用いた発表を行った。
自らテーマを設定し、調査検討した結果を最新の方法で発表することは積極性、協調性、デー
タ解析力やまとめる能力を養うのに大いに役立っている。

（5 ） 国際交流事業の実施
　○ 日韓交流プログラム：蔚山大學校から教員 3 名と学生 37 名が来学し、第 9 回日韓交流セミ

ナーを 8 月 20 日（火）〜23 日（金）の 3 泊 4 日で開催した。本学からは化学科の教職員 25
名と学生 66 名が参加した。初日は夕方からミキサーを行い、2 日目は終日、口頭・ポスター
発表を英語で行った。発表要旨およびポスターを英語で作成し、発表および討論を英語で
行ったことで、国際交流と研究における英語の重要性を学生に再認識させることができた。
3 日目は ㈱同仁化学研究所の見学や、阿蘇くじゅう国立公園等を共に観光するなどして、交
友関係を築いた。この交流セミナーは、国際社会における英語によるコミュニケーション能
力の向上や国際感覚の涵養に役立っている。なお、このセミナーに関する記事が本学ホーム
ページのニュース欄に掲載された。

　○ 日中交流プログラム：ナノサイエンス・インスティテュートコースの選択必修科目である
『材料科学国際演習』を上海交通大学において実施した。物理科学科・化学科の教員 4 名の
引率・指導のもと、ナノサイエンス・インスティテュートコースの 3 年次生 9 名が 8 月 19
日（月）〜23 日（金）の 4 泊 5 日で上海交通大学金属基複合材料国家重点実験室に赴き、上
海交通大学の先生方による英語での講義を受講した。学生全員が英語でプレゼンテーション
を行い、授業の最後に、学生はどこを理解し、どこが理解できなかったかを一人ずつ発表し、
教員とのディスカッションを行う時間を設けた。さらに、学生の見聞を広めるため研究室見
学等を実施した。

（6 ） 就職懇談会
　 　福大生ステップアッププログラム「先輩と語る―大学と社会―」として、9 月 28 日（土）に

卒業生 23 名を招き、第 12 回就職懇談会を開催した。まず、化学科の卒業生である松尾修司氏
（㈱コベルコ科研）と藤井和彦氏（㈱麻生情報システム）に就職活動について講演いただき、引
き続き、講演者を囲んでのパネルディスカッションを行った。さらに、環境インフラ系、製薬、
化粧品、公務員関連、教育職関連希望などにグループ分けして、進路別の懇談会を行った。大
学院生を含む在学生 84 名（修士 2 年 2 名、修士 1 年 14 名、4 年次生 5 名、3 年次生 61 名、2
年次生 1 名、１年次生 1 名）が参加し、活発な質問がなされた。

（7 ） ＦＤ講演会の開催
　 　恒例のＦＤ講演会として第 26 回、第 27 回の「談話会」を 6 月 15 日（土）と 12 月 14 日（土）

に開催した。講演者とタイトルは次のとおりである。講演内容は理学集報に投稿・掲載されて
いる。

　　山口敏男 教授「メソ多孔性物質中の液体および溶液の熱挙動、構造、ダイナミクス」
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　　福田将虎 助教「生体内ＲＮＡ修飾機構とその生理的意義の解明」
　　山口武夫 教授「ヒト赤血球の加圧溶血機構（2） “アクアポリンに注目した解析”」
　　濱口智彦 助教「外部刺激応答性錯体による機能性分子の開発」

（8） 卒業研究発表会の開催
　 　物理科学科のナノサイエンス・インスティテュートコースの学生も含めて、第 41 回化学科

卒業論文発表会を 2014 年 2 月 14 日と 15 日の 2 日間にわたって開催した。学生は１年間の研
究成果をPower Pointを使い 7 分で口頭発表を行い、その後 2 分間の質疑応答を行った。学生
一人ひとりに卒業論文の研究テーマが与えられており、その結果をまとめて発表した。発表後
は内容を冊子にまとめて提出した。

（9） カリキュラムの改正
　① 専門科目の必修科目の単位数を 18 科目 40 単位から 12 科目 26 単位に減らした。一方、選択

必修科目を 6 科目から 12 科目に増やすことにより、学生が柔軟に科目を選択できるように
した。

　② これまで系別選択科目は、選択していない系に関しては必ずしも履修する必要はなかった
が、2013 年度入学生より、選択していない系から 6 単位以上選択することを卒業要件にす
ることで、2 つの系からバランスよく科目を履修するようにした。

　③ 韓国の蔚山大學校との交流セミナーを「化学国際演習」として開講し、数名の受講者があっ
た。

　④ ナノサイエンス・インスティテュートコースの卒業論文の単位を、物理科学科コース、化学
科コース共に 4 単位とした。

　⑤ 物理科学科で取得できる情報の教員免許に関する教科以外は、物理科学科と化学科のナノサ
イエンス・インスティテュートコースのカリキュラムを同じにした。

　⑥ 再履修クラスはすべて廃止した。

【地球圏科学科】
　2013 年度は、「地球圏科学科研究成果交流会」「先輩と語る」「卒業論文発表会」「指定校推薦
入試合格者に対する入学前教育」の 4 事業を事業計画の柱とし、同時に、日常的に教育研究活動
の改善、発展に取り組んだ。
　3 事業のうち「地球圏科学科研究成果交流会」では、地球圏科学科の 3 つの分野の教員による
講演が行われた。それぞれの教員のこれまでの研究成果を紹介するとともに、今後の研究の展開
についても紹介が行われた。
　福大生ステップアッププログラムの一環でもある「先輩と語る」は、福岡県在住の学科卒業生
を中心に社会人 12 名を講師として招き、1 名の現役大学院生にも講師を依頼した。業種、職種
別に 6 グループに分かれて懇談を行い、進路や就職活動に関するアドバイスを受けたりした。
　「卒業論文発表会」は例年と同様 2 日間にわたって行われた。2013 年度は、73 名の 4 年次生が
発表を行った。
　「指定校推薦入試合格者に対する入学前教育」では、指定校入試推薦合格者 2 名に対し、地球
圏科学科での学修に必要な数学の課題を 4 回課し、課題ごとに添削指導を行った。
　上記事業以外にも、地球圏科学科では、教育活動改善のための基礎資料収集のために、毎年新
入生の動向調査をアンケート形式で行っている。2013 年度は、新入生に対するアンケートに加
えて、在学生に対してもアンケート調査を行った。これらのアンケートの結果と学科の受験者の
動向、科目履修状況、就職状況などさまざまな資料の収集を行い、将来計画の検討を行っている。
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　また、年度後半の 11 月から 3 月にかけて、2 年次生に対する 3 年次進級の際の分野選択希望
調査を 3 回実施し、分野選択の調整を行った。年度末の 3 月には、新 2 年次生に対して次年度の
履修登録指導のための説明会を行った。これらの教育改善活動全般に関して後期講義終了後の運
営委員会で教員としてのＦＤ活動総括を行った。
　「福岡大学  魅力ある学士課程教育支援」の「理工系学生の基礎力パワーアッププログラム」にお
ける地球圏科学科の事業として実施してきた 1 年次生対象の「理系こそ作文力」を継続して実施
した。本事業は、2014 年度からは正規科目に「地球圏科学入門演習」を設置して、発展的に解消
することを決めた。
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　博士課程後期はこれまで単位制を採っていなかったが、大学院教育の実質化を図り博士課程後
期の履修成果を明確にするため、研究指導科目を単位化、新たに設置した特修科目の履修も修了
の要件に加える改正を行った（2013 年度入学生から適用）。また、これに伴って博士課程前期の
履修方法を変更する改正を行った。

学部のインスティテュートに対応した研究科の更なる整備の実施 
　応用数学専攻では、大学院生の利用する情報機器の整備を実施した。

新カリキュラム・4 専修部門体制での指導体制の充実
　応用物理学専攻では、物理科学科ナノサイエンス・インスティテュートコースの完成に合わせ
て、従来の 7 専修部門体制を大幅に改正し、2012 年度入学生より 4 専修部門体制に移行した（基
礎物理学、物性物理学、ナノ物理学、物理情報計測）。博士前期課程については、2013 年度に新
カリキュラムへの移行が完了し、4 専修部門での複数教員による教育指導体制が整った。副指導
教員制度を活かした組織的な指導体制の下、日常の指導を充実させ、修士論文の質の向上に努め
た。また、博士課程後期については、2012 年度に教育課程の改革を行い実質的な単位化を実現
した。専攻内で前期課程から後期課程に進学する学生に対応するため、本年度は特修科目の早期
履修制度について検討を行い、規程改正の準備を行った。

特別講義と特別講義講師による講演会の実施
応用物理学専攻： 外部講師を招聘して、本専攻の専任教員だけではカバーできないより広く先端

的な研究内容について、物性物理学、物理情報計測の 2 専修部門に関連する特
別講義を実施した。大学院生の学習意欲、研究意欲を高め、視野を広げるため
の貴重な機会となった。

化 学 専 攻： 化学専攻では 4 つの専修部門でそれぞれ特別講義を実施した。さらに、3 名の
特別講義講師による講演会も開催した。

　　　　　　　　○   有機ケイ素色素を用いた色素増感太陽電池の高性能化へのアプローチ
　　　　　　　　　 群馬大学　花屋　実 教授（8 月 9 日 14 時 30 分〜15 時 30 分、921 教室）
　　　　　　　　○  次世代定量プロテオミクスで挑む癌代謝の実体解明
　　　　　　　　　 九州大学　松本　雅記 教授（8 月 29 日 16 時 30 分〜17 時 30 分、923 教室）
　　　　　　　　○  高原子価ヨウ素を用いた有機合成
　　　　　　　　　 佐賀大学　北村　二雄 教授（9 月 6 日 17 時 00 分〜18 時 00 分、921 教室）
　これらの特別講義ならびに特別講義講師による講演会は、大学院生に馴染みの薄い分野につい
ても学習意欲や研究意欲を促進し、幅広い視野を併せ持つ人材の育成に寄与した。

研究の中間発表会の実施  
応 用 数 学 専 攻： 2013 年 11 月 11 日に、応用数学科の教職員と学部学生を対象として、大学院

在籍者による中間研究発表会を実施した。この中間研究発表会により、大学院
生は様々な分野の教員から大学院生の研究に関する質問及びアドバイスを受け

science
９．研究科教育活動状況
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た。さらに、学部学生に対しても、大学院での学習及び研究内容を知って貰う
機会を与え、大変有意義な中間発表会であった。

化 学 専 攻： 2013 年 6 月〜10 月に各専修部門において中間発表会を開催した。発表者は各
専修部門に所属する前期、後期大学院生と学部学生で、一人あたり 20 分程度
の発表を行った。この中間発表会により、研究の問題点や進捗状況が把握でき
た。

地球圏科学専攻： 中間発表会は専修部門ごとに教員・院生が参加して、適時行われている。また
本専攻では主指導教員が、副指導教員と共に指導する体制が採られている。こ
れによって教員・院生ともに複数教員による指導を意識することになり、研究
活動や修士論文の作成においても、その水準と評価の客観性が担保されている
と考えられる。

修士論文発表会の実施
応 用 数 学 専 攻： 2014 年 1 月 31 日（月）に最終試験として実施された。教員と大学院生・学部

生の参加を得て活発な討議が行われ、研究内容の理解を深めること、発表能力
を向上させることと今後の研究課題を考えるのに非常に役立った。各発表者は
30 分の時間内で発表を行い、すべての発表はよく準備されたものであった。発
表者は質問にも適切に答え、修士の学位を与えるに十分なものと判定された。
大変有意義な修士論文発表会であった。

応用物理学専攻： 2014 年 2 月 10 日に開催した。今年度の発表者は 6 名で、一人あたり 20 分（発
表 15 分、質疑応答 5 分）の発表を行った。大学院生たちは 2 年間の研究成果を
応用物理学専攻の全教員および大学院在学生の前で発表し、質疑にも適切に答
えた。各院生の提出した論文が修士の学位を与えるに十分なものであることを
確認した。

化 学 専 攻： 恒例の修士論文発表会を 2014 年 2 月 1 日に開催した。発表者は 18 名で、一人
あたり 20 分（発表 15 分、質疑応答 5 分）の発表を行った。大学院生たちは 2
年間の研究成果を化学科の全教員および大学院生・学部学生の前で発表した。
すべての発表において内容が非常に充実したものであった。また、全員が国内
外での学会発表を経験しており、教員の質問に対しても適切に答えた。成果内
容を適切にまとめる力や発表能力を向上させる上で非常に役立っていること、
公開発表により修士学位の適切性を示す観点からも大変有意義な修士論文発表
会であった。

地球圏科学専攻： 2014 年 1 月 31 日に開催した。博士課程前期教育プログラムの集大成である修
士論文の研究内容を衆目の前で口頭発表し、大学院担当の教員全員による評価
が行われた。当日は教員だけでなく、大学院生、学部学生の聴講も得て活発な
発表、質疑応答が行われた。大学院生は発表会を意識して研究活動に励み、発
表内容の要旨（各自A4 用紙 2 頁）を準備し、口頭発表によってプレゼンテー
ション技術の向上が図られた。一部だが学部学生も参加し、彼らの勉学および
研究意欲への刺激となった。さらに、これらが公開で行われたことにより、修
士の学位の適格性が担保された。
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化学専攻・化学科「談話会」
　理学研究科化学専攻と理学部化学科は、恒例のFD講演会である第 26 回、第 27 回の「談話会」
を 6 月と 12 月に開催している。講演者とタイトルは次のとおりである。
　　山口　敏男 教授「メソ多孔性物質中の液体および溶液の熱挙動、構造、ダイナミクス」
　　福田　将虎 助教「生体内RNA修飾機構とその生理的意義の解明」
　　山口　武夫 教授「ヒト赤血球の加圧溶血機構（2）“アクアポリンに注目した解析”」
　　濱口　智彦 助教「外部刺激応答性錯体による機能性分子の開発」

地球圏科学専攻・地球圏科学科「研究成果交流会」
　理学研究科地球圏学専攻と理学部地球圏科学科は、地球科学、地球物理学、生物学の各分野が
2009 年度から合同で研究交流会を実施しており、2013 年度も 11 月 16 日に約 60 名の参加を得
て、第 5 回地球圏科学研究成果交流会「地球と生物について語ろう！」を開催した。教員 3 名が
各自の研究についてのレビューと新たな展開を紹介し、講演後には院生、学生、教員を交えて活
発な議論が行われた。
　
外国人招聘研究者による指導 
応 用 数 学 専 攻： 

（1） 2013 年 7 月 10 日から 12 日の間、ポルトガルのリスボン大学Gomes 教授
による連続講義が行われ、大学院生に対する研究指導も実施された。

（2） 2013 年 8 月 19 日から 21 日、8 月 28 日から 30 日の間、中国の清华大学Li 
Haizhong教授による連続講義が行われ、大学院生に対する研究指導も実施
された。

化 学 専 攻： 2013 年 12 月 2 日から 5 日の間および 12 月 11 日に、フランスのピエール・マ
リー・キュリー大学Turq,Pierre教授による大学院生に対する個別指導が行わ
れた。

国際交流事業の実施
応 用 数 学 専 攻： 大学院生の研究能力および英語によるコミュニケーションの能力を高めるため

に、① 2013 年 5 月から 6 月までに、モスクワ州立大学のAlexander Helemski
教 授、 ア テ ネ 大 学 のMaria Fragoulopoulou 教 授 と パ レ ル モ 大 学 のFabio 
Bagarello教授を招聘し、大学院生と研究交流及び研究指導を実施した。②
2013 年 7 月 10 日から 12 日まで、ポルトガルのリスボン工科大学Gomes 教授
により連続講義を行い、大学院生と研究交流及び研究指導を実施した。③
2013 年 8 月 19 日から 30 日まで、中国清华大学のLi Haizhong教授と中国華南
師範大学のWei Guoxin教授により連続講義を行い、大学院生と研究交流及び
研究指導を実施した。④ 2014 年 2 月 14 日から 16 日まで教員、大学院生およ
び中国四川大学のZhao Guosong教授と鄭州大学のHu Zejun教授と国際研究集
会を開催し、研究交流を行った。このような教育・研究活動ならびに外国人教
授による講義と講演会は大学院生の学修意欲や研究意欲を促進し、幅広い視野
を併せ持つ人材の育成に寄与した。さらに、英語によるコミュニケーション能
力の向上や国際感覚の涵養に役立った。また、数学専攻教員の研究活動の活性
化にも役立った。
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化 学 専 攻： 8 月 23 日〜26 日に韓国蔚山大學校との第 9 回日韓交流セミナー「International 
Symposium of Nano Science for Life Science and Green Chemistry」を実施し
た。毎年夏休みを利用して行っているもので、今年度は蔚山大學の職員 3 名お
よび大学院生、学部生合計 37 名が本学を訪問し、ジョイントセミナーを開催
した。ジョイントセミナーでは、本学学生 66 名（大学院生 41 名と学部生 25 名）
と蔚山大學校の 37 名が参加し、英語での口頭発表（研究概要のみ、3 分）およ
びポスター発表（1 時間 30 分）をそれぞれ行った。研究に関する討論を行うた
め、本学教職員 25 名も参加した。発表要旨およびポスターを英語で作成し、
発表および討論を英語で行ったことで、研究における英語の重要性を院生に再
認識させることができた。また、蔚山大學校の学生との交流によって院生の研
究意欲や国際交流の必要性への理解を高めることができた。研究発表以外に、
株式会社同仁化学研究所を見学し、阿蘇くじゅう国立公園を共に観光するなど、
互いの交友関係を築いた。このジョイントセミナーは、英語によるコミュニ
ケーション能力の向上や国際感覚の涵養に役立っている。

志願者および入学者の確保
■大学院の広報の実施
応 用 数 学 専 攻： 応用数学専攻では学部学生に対し大学院での学習や研究の様子を知ってもらう

ために、新入生ガイダンスにおいて大学院進学の意義や受験資格・手続き等も
含めて説明を行った。さらに、9 月の 3 年次生向けゼミ・ガイダンスにおいて、
大学院進学の意義や受験資格・手続き等も含めて説明した。また、2013 年 11
月 11 日の大学院生中間発表会において、大学院進学の意義および飛び級制度
について詳しい説明を行った。

■大学院受験者の減少についての調査・検討
応用物理学専攻： 平成 23 年度から大学院の入試受験者、入学者数が減少してきた。応用物理学

専攻では、本年度、その原因および減少に歯止めをかける方策を検討し、学部
学生向けの広報活動を行うこととした。まずは、学部卒業後の進路として大学
院進学の道があることを、大学入学後の早い時期に学生に知らせておくことが
重要であると考え、大学入学後の懇談会において大学院進学状況等の説明を
行った。また、後期には、学部 1 年次生に対して、大学院進学の意義、奨学金
制度、入試制度、大学院修了後の就職状況等の説明を行った。さらに、学部 3
年次生向けには、「先輩と語る－大学と社会－」において大学院出身者を講師
として招聘し、大学院で学ぶ意義や自らが学んだこと等を先輩から在学生に伝
えてもらう取り組みを行った。
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（1）学科別学術論文数および著書数　〔2013 年 4 月〜2014 年 3 月（アクセプト済みも含む）〕

応用数学科 物理科学科 化学科 地球圏科学科

学術論文数 38 50 41 48

著書数 2 0 0 8

（2）学科別国際会議等学術集会での発表回数

応用数学科 物理科学科 化学科 地球圏科学科

国際会議等学術集
会での発表回数 36 19 27 10

（3）学科別科研費申請・採択件数
序

近年の公的資金の配分方針は、予算のばらまきを止めて優れた研究を行う機関あるいは研究者
に対して競争的資金を重点配分するように変化してきた。今や国立大学法人では科研費等の競争
的外部資金の導入なしでは研究を続けることさえ困難になっている。一方、私立大学においても、
外部資金については容易に得られない状況になりつつある。すなわち競争的外部資金の獲得は私
大においても研究者個人の研究費獲得のため、なおかつ大学機関の総合的な研究レベルを高める
ためにも非常に重要である。本学でも多くの教員が科研費を始めとする競争的資金の導入に邁進
しているが、全学的に見れば、未だ十分ではない。このような状況の中で理学部は個々の教員の
努力により、応募件数は年々上昇しており、科学研究費の採択数も増加しつつある。まず全体の
概観を含め、各学科のデータを示したい。

理学部
科研費の応募資格者 98 名のうち 2013 年度は 82 件（2012 年度は 77 件）の申請があり、その

うち採択されたものは 38 件（2012 年度は 35 件）であった。

2013 年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （　）内は新規申請・採択件数

申請件数 採択件数 採択率

応用数学科 21 件（11 件） 11 件（  1 件） 52％（  9％）

物理科学科 15 件（12 件）   4 件（  1 件） 27％（  8％）

化学科 22 件（18 件） 11 件（  7 件） 50％（39％）

地球圏科学科 24 件（17 件） 12 件（  5 件） 50％（29％）

計 82 件（58 件） 38 件（14 件） 46％（24％）

science
１０．研究活動概要
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（4）学科別外部資金導入件数（科研費以外の公的資金および民間企業財団からの補助金獲得状況）

2013 年度

民    間 科学技術振興機構 計
応用数学科 1 1 2
物理科学科 3 1 4
化学科 1 0 1
地球圏科学科 6 1 7

計 11 3 14

（5）文部科学省補助金（装置、設備等）
　【研究装置】林田　　修：ナノ分子集積系動的解析システム
　【教育装置】眞砂　卓史：高精度ナノスケールデバイス作成装置

（6）学科別学内資金導入件数
　①研究推進部所管
　　総合科学研究部研究チームⅢ

2012 年度採択〔研究期間 2 年間：2012 年 4 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　課　題　名

平　松　信　康 社会に受け入れられる科学技術コミュニケーションの方法につい
ての研究

　　総合科学研究部研究チームⅣ

2013 年度採択〔研究期間 2 年間：2013 年 4 月 1 日〜2015 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　課　題　名

塩　井　成留実 蛇毒に対する抗毒素薬のリード化合物についての研究

2012 年度採択〔研究期間 2 年間：2012 年 4 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　課　題　名

福　田　将　虎 疾病に関わるRNA編集を薬剤標的とする小分子化合物の創製
吉　田　亨　次 理化学的解析による抗がん性ペプチドの機能発現原理の解明

　　領域別研究部研究チーム
　　（理工学研究部）

2013 年度選定〔研究期間 3 年間：2013 年 4 月 1 日〜2016 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　チ　ー　ム　名

鮎　澤　　　潤 地球システムの物質移動
白　石　修　二 社会情報システム研究チーム
田　中　尚　人 非線形偏微分方程式
成　瀬　慶　明 幾何学とその応用に関する研究
祢宜田　啓　史 クラスターとその成長過程
御　園　雅　俊 励起分子ダイナミクス
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2012 年度選定〔研究期間 3 年間：2012 年 4 月 1 日〜2015 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　チ　ー　ム　名

石　黒　賢　士 トポロジー研究
井　上　　　淳 非有界作用素環
大　熊　健太郎 典型元素化学研究
山　口　敏　男 ナノ多孔性材料

2011 年度選定〔研究期間 3 年間：2011 年 4 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　チ　ー　ム　名

川　田　　　知 フラストレーション錯体
香　野　　　淳 物質材料微細構造の物性と制御
西　田　昭　彦 センサーマテリアル研究

　　（生命科学研究部）

2012 年度選定〔研究期間 3 年間：2012 年 4 月 1 日〜2015 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　チ　ー　ム　名

伊　東　綱　男 昆虫適応機構研究

2011 年度選定〔研究期間 3 年間：2011 年 4 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　チ　ー　ム　名

景　浦　　　宏 細胞シグナル制御研究

　　推奨研究プロジェクト研究チーム
　　（一般）

2012 年度採択〔研究期間 3 年間：2012 年 4 月 1 日〜2015 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　課　題　名

奥　野　　　充 地質情報のデータベース化に関する基礎的研究
山　口　敏　男 新機能多孔性物質の合成・構造・物性
藍　　　浩　之 理工連携によるロボットを用いた社会昆虫の通信機構の研究

2011 年度採択〔研究期間 3 年間：2011 年 4 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　課　題　名

林　　　政　彦 無人小型航空機によるエアロゾル観測の南極対流圏への展開
林　田　　　修 ナノ分子システムによる細胞内ホストゲスト化学の構築
御　園　雅　俊 非線形システムの超高分解能レーザー分光

　　（若手）

2013 年度採択〔研究期間 3 年間：2013 年 4 月 1 日〜2016 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　課　題　名

高　島　久　洋 大気エアロゾル観測のための観測装置・解析アルゴリズムの高度化
中　山　和　之 メタマテリアル表面上のナノ微粒子からの蛍光偏光解析の研究
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2012 年度採択〔研究期間 3 年間：2012 年 4 月 1 日〜2015 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　課　題　名

石　原　与四郎 地質・言語情報の数値化・統計解析処理に関する研究
長　洞　記　嘉 新規なリン原子を含む芳香化合物の系統的合成と物性の探求

2011 年度採択〔研究期間 3 年間：2011 年 4 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日〕

研究代表者 研　究　課　題　名

吉　田　亨　次 水和水を基調とした生体分子の分子認識機構の研究

　② 2013 年度大学院高度化推進事業
　　■研究科特別経費（研究科分）
　　　陶山　芳彦：多様体上の幾何学研究及び非可換微分幾何の研究
　　　香野　　淳：機能性材料創製のためのナノ構造制御プロセスの開発
　　　林田　　修：薬物送達のためのホストゲスト分子システムの構築
　　　高島　久洋：大気微量成分観測のための装置開発と地球規模の物質循環過程に関する研究
　　■研究科特別経費（学生分）
　　　星木　勇作（上野 勝美）： 揚子炭酸塩プラットフォーム、石炭系体積盆の発達過程と有孔

虫群集変遷
　　■外国人研究員等特別招聘経費（短期）
　　　成瀬　慶明：Li Haizhong（清华大学教授、中国）
　　　山田　直記：Diego A. Gomes（リスボン大学教授、ポルトガル）
　　　山口　敏男：Turq Pierre（ピエール・マリー・キュリー大学教授、フランス）

　③「福岡大学 魅力ある学士課程教育支援」採択事業
　　『理工系学生の基礎力パワーアッププログラム』

　④「教育推進経費」採択事業
　　『科学的国際交流による表現力の継続的実践教育』
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（1）一般（非研究者）向けの論文数および著書数、行政報告書数　等

応用数学科 物理科学科 化学科 地球圏科学科 計

0 3 1 2 6

（2）一般（非研究者）対象の集会〔国際会議等学術集会〕での発表回数

応用数学科 物理科学科 化学科 地球圏科学科 計

0 5 0 4 9

（3）学術団体以外の団体での啓蒙活動や社会貢献活動とその役職など
　○ SSH（スパーサイエンスハイスクール）の講師、城南高等学校　2013 年
　　 講義担当者：応用数学科　石黒　賢士 教授  （担当補助：中岡史絵助手）
　　
　○ 「世界一行きたい科学広場in 宗像」の講師、宗像ユリックス
　　 実験展示「水と油 – 界面のサイエンス」担当者：化学科　村田　義夫 併任講師

　○ 応用物理学会「リフレッシュ理科教室」実行委員
　　 物理科学科　永田　潔文 教授

　○ 福岡市教育委員会、福岡市立片江小学校サポーター会議構成員
　　 物理科学科　永田　潔文 教授

　○ 福岡市こども未来局、背振少年自然の家「チャレンジクラブ」講師
　　 物理科学科　永田　潔文 教授

　○ 「わくわく科学カーニバル」での演示・体験実験、福岡市少年科学文化会館
　　 物理科学科　永田　潔文 教授、西田　昭彦 教授

　○ 「こどもまつり」講師、福岡市少年科学文化会館
　　 物理科学科　永田　潔文 教授、化学科　山口　武夫 教授

　○ 「中学生のためのキャリアデザイン啓発事業」の講師、福岡市市民局
　　 講演「研究者としてのロールモデル」担当者：物理科学科　大槻かおり 助教

　○ 2013 年度科学技術振興機構科学技術コミュニケーション推進事業
　　 「地球の歴史をかけぬけろっ！」講師、阿蘇火山博物館
　　 地球圏科学科　杦山　哲男 教授

science
１１．社会（貢献）活動状況
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（4）高校生に向けた模擬講義（2013 年度）
　　　応用数学科 山田　直記 教授　　14 回　応用数学科 杉万　郁夫 准教授　1 回
　　　応用数学科 藤木　　淳 准教授　  1 回　物理科学科 香野　　淳 教授　　1 回
　　　物理科学科 永田　潔文 教授　　  2 回　物理科学科 西田　昭彦 教授　　1 回
　　　物理科学科 眞砂　卓史 准教授　  2 回　化学科  林田　　修 教授　　1 回
　　　地球圏科学科 奥野　　充 教授　　  1 回　地球圏科学科 杦山　哲男 教授　　1 回
　　　地球圏科学科 田口　幸洋 教授　　  2 回　地球圏科学科 中川　裕之 教授　　1 回
　　　地球圏科学科 林　　政彦 教授　　  1 回

（5）エクステンションセンター公開講座（市民カレッジ）
　　■ 福岡大学キャンパスツアー「研究者と語る福大サロン」（9 月）
　　　 講義：「社会を感じる数学」
　　　 講師：応用数学科 杉万　郁夫 准教授
　　■ スマートフォンプログラミング講座Androidプログラミング講座　初級・中級
　　　 講師：応用数学科 白石　修二 教授
　　■ Ｘ線分析講習会
　　　 講師：物理科学科 香野　　淳 教授
　　　 　　　化学科  栗崎　　敏 助教、吉田　亨次 助教
　　　　　　 地球圏科学科 柚原　雅樹 助教
　　■ 体験！化学の不思議
　　　 講師：化学科教員
　　■ 環境の時代を生きる親子のための「新しい省エネ発想ワークショップ」
　　　 監修：物理科学科 永田　潔文 教授

（6）福岡大学くじゅうの杜キャンパスの事業
　　■ 春のくじゅう山登り教室　くじゅうのミヤマキリシマを楽しもう！
　　　 講師：物理科学科 永田　潔文 教授
　　■ 秋のくじゅう山登り教室　くじゅうの紅葉を楽しもう！
　　　 講師：物理科学科 永田　潔文 教授

（7）地域ネット推進センター所管「地域の教育支援活動」
　　■ 物理コンテスト 『物理チャレンジ 2013』（2013 年 6 月 23 日）

・中高生を対象とした物理コンテストを通して科学的思考や知識を学び、科学の楽しさを
知る

・会　場：福岡大学文系センター棟 15 階 第 5 会議室
・企　画：物理科学科　平松　信康 教授
・対象者：40 名（地域の中学生、高校生）

　　■ 親子科学教室 『電子万華鏡を作ろう』（2013 年 7 月 27 日、28 日）
・科学的思考や知識を学び、科学の楽しさを知る機会として、理科工作を体験学習
・会　場：片江公民館、別府公民館
・企　画：物理科学科　永田　潔文 教授
・対象者：80 名（片江、別府校区の小学生、保護者）
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　　■ 親子天体観測教室 『冬の夜空をみてみよう』（2013 年 12 月 7 日）
・科学的思考や知識を学び、科学の楽しさを知る機会として、天体観測を体験学習
・会　場：福岡市立片江小学校
・企　画：物理科学科　永田　潔文 教授
・対象者：70 名（片江校区の小学生、保護者）

　　■ 小学生のためのわくわく理科教室（2014 年 2 月 26 日）
・観察や工作、実験を通して科学的思考や知識を学び、科学の楽しさを知る
・会　場：福岡市立那珂小学校
・企　画：物理科学科　香野　　淳 教授、永田　潔文 教授、西田　昭彦 教授、
　　　　　　　　　　　平松　信康 教授、赤星　　信 准教授
・対象者：190 名（5 年生児童）

（8）地域ネット推進センター所管「地域との交流活動」
　　■ 夜間防犯パトロール（7 月、1 月を除く月 1 回）

・大学周辺校区の安全・安心なまちづくりの推進および地域住民との交流を深めること
を目的に実施

・場　所：七隈校区・片江校区の各町内
・企　画：七隈校区自治協議会、片江校区自治協議会
・参加者： 物理科学科　永田　潔文 教授、七隈祭実行委員会、野球部、準硬式野球部、

アメリカン・フットボール部、女子サッカー部、女子バスケ部、女子ソフト
ボール部、ななくま元気にするっ隊、応援指導部、地域住民
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〔①研究期間　②研究テーマ　③指導教育職員〕

＜理学部＞
○上林　浩行、徳永　幸大
　（東レ株式会社フィルム加工製品開発センター）
　　① 2013 年 4 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日
　　②X線反射率法による薄膜構造解析の研究
　　③物理科学科　香野　淳 教授

○塩濱　勝博
　（九州大学大学院数理学研究院）
　　① 2013 年 4 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日
　　②完備多様体から正則断面曲率一定な空間への余次元１等長はめ込みの主曲率と位相
　　③応用数学科　陶山　芳彦 教授

○脇田　久伸
　（佐賀大学シンクロトロン光応用研究センター）
　　① 2013 年 4 月 1 日〜2014 年 3 月 31 日
　　②各種材料の構造解析と評価
　　③化学科　山口　敏男 教授

<理学研究科　国際交流事業・外国人研究員等特別招聘>
○Diogo Aguiar Gomes
　（リスボン大学教授）
　　① 2013 年 6 月 29 日〜7 月 27 日
　　③応用数学専攻　山田　直記 教授

○Li Haizhong
　（清华大学教授）
　　① 2013 年 8 月 18 日〜9 月 16 日
　　③応用数学専攻　成瀬　慶明 教授

○Turq, Pierre
　（ピエール・マリー・キュリー大学教授）
　　① 2013 年 11 月 27 日〜12 月 12 日
　　③化学専攻　山口　敏男 教授

science
１２．研究員の受入れ
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理学部の学科等が推進する国際交流事業
　○ 第 9 回日韓交流セミナー
　　　 学　科：化学科および化学専攻
　　　 学　年：4 年次生および大学院生
　　　 人　数：66 名
　　　 目　的：国際交流を通して英語教育とプレゼンテーション教育を行うため。
　　　 交流先：蔚山大學校自然科学大学化学科
　　　 期　間：2013 年 8 月 20 日〜23 日
　　　 担当教員：化学科教員 25 名
　○ 材料科学国際演習
　　　 学　科：ナノサイエンス・インスティテュート
　　　 学　年：3 年次生
　　　 人　数：9 名
　　　 目　的：国際交流を通して英語教育とプレゼンテーション教育を行うため。
　　　 交流先：上海交通大学金属基複合材料国家重点実験室
　　　 期　間：2013 年 8 月 19 日〜23 日
　　　 担当教員：物理科学科・化学科教員 4 名

science
１３．学生の国際交流活動状況
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（1）長期在外研究員（6ヶ月以上 1 年以内）

氏　名 学　科 国　名 研　究　先 期　間

寺田　　貢 物理科学科 フィンランド タンペレ工科大学、タンペレ大学 2012 年 8 月 15 日〜
2013 年 8 月 14 日

（2）短期海外研修員（1ヶ月未満）

氏　名 学　科 国　名 研　究　先 期　間

奥野　　充 地球圏科学科 ベルギー王国 Saint Peter’s Abbey 2013 年
4 月 8 日〜13 日

山口　敏男 化学科 フランス Ecole de Physique des Houches 4 月 15 日〜27 日

上野　勝美 地球圏科学科 タイ王国 Chulalongkorn大学地質学教室 4 月 28 日〜5 月 7 日

奥野　　充 地球圏科学科 韓国 ソウル大学、漢陽大学 5 月 4 日〜7 日

奥野　　充 地球圏科学科 ポーランド “Ostaniec” Hotel 5 月 14 日〜20 日

上野　勝美 地球圏科学科 スイス ジュネーブ大学 5 月 16 日〜22 日

香野　　淳 物理科学科 フランス Saint Peter’s Abbey 5 月 26 日〜6 月 1 日

成瀬　慶明 応用数学科 中国 復旦大学、寧夏大学 5 月 31 日〜6 月 9 日

藤木　　淳 応用数学科 アメリカ CVPR2013 6 月 23 日〜30 日

濱田　龍義 応用数学科 韓国 BEXCO，釜山 6 月 30 日〜7 月 4 日

成瀬　慶明 応用数学科 台湾 国立台湾大学 7 月 14 日〜20 日

成瀬　慶明 応用数学科 中国 清華大学、北京師範大学 8 月 2 日〜16 日

奥野　　充 地球圏科学科 韓国 韓国・鬱陵島火山 8 月 11 日〜16 日

山口　敏男 化学科 スウェーデン

①Chalmers University of 
　Technology

8 月 17 日〜
9 月 11 日

②Stockholm University

③Swedish University of 
　Agriculture Sciences

④University of Lille 1

小田　信行 応用数学科 韓国 Kookmin University 8 月 18 日〜24 日

吉田　亨次 化学科 ドイツ ベルリンヘルムホルツセンター 8 月 20 日〜28 日

奥野　　充 地球圏科学科 アメリカ アリューシャン列島アダック島 8 月 21 日〜9 月 3 日

藤木　　淳 応用数学科 イギリス CAIP2013 8 月 23 日〜31 日

吉田　亨次 化学科 フランス University of Lille 1‐ Sciences 
and Technologies 9 月 7 日〜14 日

白石　浩一 地球圏科学科 ノルウェー ニーオルソン日本観測基地 9 月 7 日〜14 日

西田　昭彦 物理科学科 イタリア コトーネ・マガッジーニ 9 月 14 日〜23 日

藤木　　淳 応用数学科 チェコ ECML／PKDD2013 9 月 22 日〜29 日

science
１４．教員の国際交流活動状況
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氏　名 学　科 国　名 研　究　先 期　間

上野　勝美 地球圏科学科 ウクライナ、
スイス

ドネツ炭田地域（ウクライナ）、
チューリッヒ大学古生物学博物館

（スイス）

9 月 27 日〜
10 月 8 日

成瀬　慶明 応用数学科 中国 清華大学 10 月 3 日〜7 日

奥野　　充 地球圏科学科 韓国 韓国・済州島火山 10 月 16 日〜20 日

田上　　響 地球圏科学科 アメリカ

The Society of Vertebrate 
Paleontology 73rd Annual 
Meeting

（古脊椎動物学会第 73 回年会）

10 月 29 日〜
11 月 4 日

上野　勝美 地球圏科学科 フィリピン フィリピン大学国立地球科学研究所 11 月 2 日〜7 日

奥野　　充 地球圏科学科 フィリピン マニラ首都圏 11 月 17 日〜21 日

井上　　淳 応用数学科 イタリア パレルモ大学 11 月 20 日〜30 日

上野　勝美 地球圏科学科 タイ タイ国北部（ナコンサワン、スコ
タイ、ランパン、チェンマイ）

11 月 25 日〜
12 月 3 日

奥野　　充 地球圏科学科 フィリピン パンパンガ州アンヘレス市 12 月 1 日〜8 日

香野　　淳 物理科学科 アメリカ ハインズコンベンションセンター 12 月 2 日〜7 日

藤木　　淳 応用数学科 アメリカ NIPS2013 12 月 4 日〜10 日

成瀬　慶明 応用数学科 中国 清華大学、復旦大学 12 月 6 日〜15 日

濱田　龍義 応用数学科 台湾 国立中山大学 12 月 6 日〜9 日

成瀬　慶明 応用数学科 中国 華南師範大学 12 月 27 日〜
2014 年 1 日 6 日

上野　勝美 地球圏科学科 スロバキア スロバキア国立地質調査所 2014 年
1 月 10 日〜15 日

濱田　龍義 応用数学科 ハンガリー Budapest College of 
Communication and Business 1 月 21 日〜27 日

奥野　　充 地球圏科学科 フィリピン カマリネススル州イリガ市 1 月 23 日〜27 日

原　圭一郎 地球圏科学科 グリーンランド シオラパルク 2 月 15 日〜
3 月 15 日

成瀬　慶明 応用数学科 中国 清華大学、広西師範大学 2 月 19 日〜3 日 5 日

奥野　　充 地球圏科学科 アメリカ シアトル大学、ワイトマン大学 2 月 19 日〜23 日

上野　勝美 地球圏科学科 イタリア ミラノ大学地球科学科 2 月 24 日〜3 月 4 日

奥野　　充 地球圏科学科 フィリピン サン・パブロ市、イリガ市 2 月 26 日〜3 月 7 日

白石　浩一 地球圏科学科 ノルウェー ニーオルソン日本観測基地 3 月 4 日〜22 日

上野　勝美 地球圏科学科 ラオス ラオス地質鉱産局、ラオス北部 3 月 18 日〜30 日



– 36 –

　学部における就職・進路支援センターのデータから、理学部分を抜粋して以下にまとめる。
　求人件数は 3,744 件で、昨年度より 12.6％増であった。
理学部の就職決定率は 89.5%で、昨年度より 1.8 ポイントの増であった。しかし大学全体の平均
値 92.5％より、やや低い値となっている。
　学科別の就職決定率を、表 1 に示す。活動中の項目で、教員志望の学生の比率が多いことが理
学部の特徴となっている。本採用になる前に、非常勤教員として数年間、現場を経験するケース
が多いためである。
　理学研究科修了者の就職・進路状況も表 2 に示す。

science
１５．卒業生・修了生の就職・進路状況

表 1　2013 年度学科別就職・進路内訳　数値は構成比　　　　　　　　　　　　　　　2014 年 3 月 31 日現在

就職
企業、
公務員

教員など

大学院
進学

その他
専門学校

アルバイト
など

合計
就職活動中 ※

就職決定率 前年度
企業 公務員 教員 その他 合計

応用
数学科

男 55.0 15 .0 ― 70.0 7 .5 10 .0 12 .5 ― 30.0   88%  97.3%

女 56.3 12 .5 12 .5 81 .3 ― 12.5 6 .3 ― 18.8 100% 100%

計 55.4 14 .3 3 .6 73 .2 5 .4 10 .7 10 .7 ― 26.8   91 .2%  97.9%

物理
科学科

男 67.7 17 .7 4 .8 90 .3 4 .8 3 .2 1 .6 ― 9.7   93%   83 .9%

女 33.3 66 .7 ― 100.0 ― ― ― ― ― 100% 100%

計 66.2 20 .0 4 .6 90 .8 4 .6 3 .1 1 .5 ― 9.2   93 .5%   85 .7%

化学科

男 43.5 43 .5 8 .7 95 .7 ― 4.3 ― ― 4.3 100%   85 .0%

女 77.3 22 .7 ― 100.0 ― ― ― ― ― 100%   93 .3%

計 54.4 36 .8 5 .9 97 .1 ― 2.9 ― ― 2.9 100%   88 .6%

地球圏
科学科

男 54.2 10 .4 6 .3 70 .8 18 .8 8 .3 2 .1 ― 29.2   74%   77 .8%

女 72.7 4 .5 ― 77.3 13 .6 9 .1 ― ― 22.7   84%   78 .9%

計 60.0 8 .6 4 .3 72 .9 17 .1 8 .6 1 .4 ― 27.1   77 .8%   78 .3%

理学部

男 56.1 21 .4 5 .1 82 .7 7 .7 6 .1 3 .6 ― 17.3   88%   87 .0%

女 68.3 15 .9 3 .2 87 .3 4 .8 6 .3 1 .6 ― 12.7   94%   89 .6%

計 59.1 20 .1 4 .6 83 .8 6 .9 6 .2 3 .1 ― 16.2   89 .5%   87 .7%

※算出方法：就職決定者/（就職決定者＋企業希望未決定者）

表 1　2013 年度学科別就職・進路内訳　数値は構成比（％）
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表 2　2013 年度 博士課程〔前期・後期〕　就職状況（専攻別進路内訳） （人数）
2014 年 3 月 31 日現在

就　　職
進　学 その他 合　計

企　業 公務員 教　員 大学・
研究機関

応用数学専攻 － － 4 － － －   4
応用物理学専攻   3 － 1 － 1 1   6
化学専攻 15 － 1 1 2 － 19
地球圏科学専攻 － － － － － 1   1
理学研究科 18 0 6 1 3 2 30
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K. Ishiguro and F. Yayama, Pairing and admissible maps, Fukuoka University Science 

Reports, vol 44 (1), 2014, 53--64.  

K. Ishiguro, S. Kudo and T. Nakano, Pairings and monomorphisms of classifying spaces, 

Topology and its Applications 160, 2013, 264--272.   

K. Ishiguro and S. Kudo, Generators of invariant rings and modular representations of 

symmetric groups, Fukuoka University Science Reports, vol 43 (1), 2013, 1--9.  

J.-R. Kim and N. Oda, The set of cyclic-element preserving maps, Topology and its Applications 160 

(2013), 794--805.   

N. Iwase, M. Mimura, N. Oda and Y. S. Yoon,  The Milnor-Stasheff filtration on spaces and generalized 

cyclic maps, Canadian Mathematical Bulletin, 55 (2012), 523--536.  

H. Kihara and N. Oda, Homotopical presentations and calculations of algebraic K0-groups for rings of 

continuous functions, Publications of the Research Institute for Mathematical Sciences, 48 (2012), 

65--82.  

T. Inoue, T. Miyauchi and J. Mukai, "Self-homotopy of a suspension of the real 5-projective space, JP J. 

Geom. Topol. 12 (2012), 111--158.   

 

Y. Hirashima and N. Oda, Exponential homeomorphisms in the category of topological spaces with base 

point, Topology and its Applications 158 (2011), 445--456.   

H. J.  Marcum and N. Oda, Long box bracket operations in homotopy theory, Applied Categorical 

Structures , 19 (2011), 137--173.  

H. J.  Marcum and N. Oda, Hopf invariants, Toda brackets and the reduced diagonal map, Topology and 
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its Applications 158 (2011), 15--37.  

K. Ishiguro and S. Kudo, Invariant theory and the Topology of classifying spaces (in Japanese), Fukuoka 

University Science Reports, vol 41 (1) (2011), 83-101  

K. Ishiguro, Invariant rings and dual representations of dihedral groups, J. Korean  

Math. Soc. 47, no. 2 (2010), 299--309.   

 

 

 

 

 Determination of the 2-primary components in 32-stem unstable homotopy  

groups of spheres 2014   2014 3 15  

 SO(10) L-S Diffeology in Karatsu  

 2013 12 22    

, Lie  

2013 2013 9 26  

Nobuyuki Oda Brown-Booth-Tillotson products and exponentiable spaces   

   Topology Seminar at The Ohio State University   

The Ohio State University, Columbus, Ohio, U.S.A.  March 19, 2013 

On generalized Hadamard matrices Workshop on Algebraic Combitnatoric  

2013 3 7  

, ,  Pairings and monomorphisms of classifying spaces 2012

  2012 9 18  

Top cell attaching map in 3-cell complex  Studio Phones Seminar  

2012 6 12  

Unstable homotopy group Studio Phones Seminar  2012 6 11  

 admissible maps  

2012 6 4  

Miller  2012 4 23  

GH(u λ)   2012 3 1  

21  

STD7 21 3    2011 12 26  

 RIMS

 2011 9 9  

 Kasahara operation ,   

 2011 8 21  

 

  2010 2 21  
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U. Hertrich-Jeromin and Y. Suyama, Ribaucour pairs corresponding to dual pairs of comformally flat 

hypersurfaces, to appear in Progress in Mathematics, Birkhauser.   

Qing-Ming Cheng and Y. Peng, Complete self-shrinkers of the mean curvature flow, Calculus of 

Variations and PDEs., DOI 10.1007/s00526-014-0720-2, published online, 25 Feb. 2014. 

 

, , 2013  (2014), 3--8. 

Satoshi Kawakubo, Kirchhoff elastic rods in five-dimensional space forms whose centerlines are not 

helices, J. Geom. Phys. 76 (2014), 158--168.  

U. Hertrich-Jeromin and Y. Suyama, Ribaucour pairs corresponding to dual pairs of comformally flat 

hypersurfaces, 2013 , 187--207.  

Qing-Ming Cheng and Y. Peng, Self-shrinkers of the mean curvature flow, Proceedings of the 

workshop on differential geometry of submanifolds and its related topics, World Sci. 2013, pp. 

147--163.  

Qing-Ming Cheng,  H. Sun,  G. Wei and  L. Zeng,  Estimates for lower bounds of eigenvalues of 

the poly-Laplacian  and quadratic polynomial operator of the Laplacian,  Proc. Royal Soc. 

Edinburgh, 143A(2013), 1147--1162.  

Qing-Ming Cheng and Guoxin Wei, Upper and lower bounds for eigenvalues of the clamped plate 

problem, J. Diff.  Eqns., 255(2013), 220--233.  

, Riemann Kirchhoff ,   

43 (2013), 137--142. 

Udo Hertrich-Jeromin and Yoshihiko Suyama, Conformally flat hypersurfaces with Bianchi-type 

Guichard net, Osaka J. Math. 50(2013), 1--30.  

Qing-Ming Cheng and Yejuan Peng, Estimates for eigenvalues of L operatoron self-shrinkers,  

Comm. Contemporary Math., 15(2013), 1350011-1-1350011-23..  

Qing-Ming Cheng, Xuerong Qi and Guoxin Wei, A lower bound for eigenvalues of  the 

 poly-Laplacian with arbitrary order,  Pacific J. Math., 262(2013), 35--47.  

Satoshi Kawakubo, Global solutions of the equation of the Kirchhoff elastic rod in space forms,  

Bull. Aust. Math. Soc. 88 (2013), 70--80.   
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Satoshi Kawakubo, Congruence solutions to the localized induction hierarchy in three-dimensional 

space forms, Osaka J. Math. 50 (2013), 921--945.  

, Riemann Kirchhoff , 2012  

 (2013), 1--7. 

Qing-Ming Cheng and Xuerong Qi, Eigenvalues of the Laplacian on Riemannian manifolds, 

International J.  Math., 23(2012), No.7, 1250067-1-1250067-20.  

Qing-Ming Cheng and Hongcang Yang, Universal bounds for eigenvalues of a buckling problem II,    

Trans. Amer.  Math. Soc., 364(2012), 6139--6158.  

Daguang, Chen, Qing-Ming Cheng, Qiaoling Wang and Cangyu Xia, On eigenvalues of a system of 

elliptic equations and of the biharmonic operator, J. Math. Anal.  Appl., 387(2012), 1146--1159.  

 

Yoshihiko Suyama, Conformally flat hypersurfaces --- Existence of an associated family and a dual 

hypersurface---, 2011   (2011), 43--50. 

Qing-Ming Cheng and  G. Wei,  A lower bound for eigenvalues of a clamped plate problem, 

Calculus of Variations and PDEs, 42(2011), 579--590.  

Qing-Ming Cheng and Hongcang Yang, Universal inequalities for eigenvalues of a clamped plate 

problem on a hyperbolic space, Proc. Amer. Math. Soc., 139 (2011), 461--471.  

, Kirchhoff ,   41(2011), 

147--153. 

, Kirchhoff ,  41 (2011), 1--6. 

Satoshi Kawakubo, Kirchhoff elastic rods in higher-dimensional space forms, Proc. Japan Acad. Ser. A 

Math. Sci. 87 (2011), 5--9.   

Qing-Ming Cheng, Haizhong Li and Guoxin  Wei, Embedded hypersurfaces with constant $m$th 

mean curvatrue in a unit sphere, Comm.  Contemporary Math., 12(2010), 997--1013.  

Qing-Ming Cheng, Haizhong Li and Guoxin Wei, On some rigidity results of hypersurfaces in a 

sphere, Proc. Royal Soc. Edinburgh, 140A (2010), 477--493.  

Qing-Ming Cheng, Xingxiao Li and Xuerong Qi, A classification of hypersurfaces with parallel 

para-Blaschke tensor in S^{m+1}, International J. Math., 21(2010), 297--316.  

Qing-Ming Cheng, Guangyue  Huang and Guoxin  Wei, Estimates for lower order eigenvalues of a 

clamped plate problem,  Calculus of Variations and PDEs,  38(2010), 409--416.  

Qing-Ming Cheng, Takamichi Ichikawa and Shinji Mametsuka,  Estimates for eigenvalues of a  

clamped plate problem on Riemannian manifolds, J. Math. Soc. Japan, 62(2010), 673--686.  

 

, Kirchhoff , 2010  

 (2011), 1--8. 

, ,  40 (2010), 155--161. 
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*  

*Y. Suyama, Ribaucour pairs corresponding to dual pairs of comformally flat hypersurfaces, March 

25, 2014, Fujian Normal University, Fuzhou, China. 

*Qing-Ming Cheng, Critical points of the weighted volume functional, March 25, 2014, Fujian Normal 

University, Fuzhou, China. 

*Qing-Ming Cheng, A survey on complete self-shrinkers, March 4, 2014, Beijing Normal University, 

Beijing, China  

*Qing-Ming Cheng, On eigenvalues of Laplace operator, Feb. 28, 2014. Guangxi Normal University. 

Guilin, China 

*Y. Suyama, Ribaucour pairs corresponding to dual pairs of comformally flat hypersurfaces, 

International Workshop on Differential Geometry 2014, Feb. 14-16, 2014, 

Hotel New Imari, Imari. 

*Qing-Ming Cheng, Self-shrinkers of mean curvature flow, International Workshop on Differential 

Geometry 2014, Feb. 14-16, 2014, Hotel New Imari, Imari. 

, , ,  

2014 1 11 , . 

*Qing-Ming Cheng, The rigidity of complete self-shrinkers of the mean curvature flow, Jan. 3, 2014, 

South China Normal University, Guangzhou, China. 

*Qing-Ming Cheng, Complete self-shrinkers of the mean curvature flow, The Eleventh Pacific Rim 

Geometry Conference, December 10-14, 2013, Fudan University, Shanghai, China. 

,  ,  2013 ,  

2013 11 1 , . 

, , 

2013 9 22 ,  

*Qing-Ming Cheng, Applications of universal estimates for eigenvalues, August  15, 2013, Beijing 

Normal University,  Beijing, China  

*Qing-Ming Cheng, Universal estimates for eigenvalues and applications, ICCM 3013 The Sixth 

International Congress of Chinese Mathematics, July 14-19, 2013, National Taiwan  

University, Taipei, Taiwan. 

*Qing-Ming Cheng, Eigenvalues of the  eigenvalue problem  of Laplacian, Geometric Analysis 

Workshop 2013, June 3-8, 2013, Ningxia University, Yinchuan, China. 

*Yoshihiko Suyama, Conformally flat hypersurfaces --- Existence of an associated family, a dual 
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hypersurface and a Ricaucour pair---, The Fourth International Workshop on Differential 

Geometry, 2013 3 26 , . 

*Satoshi Kawakubo, Kirchhoff elastic rods of infinite length in a complete Riemannian 

manifold, The Fourth International Workshop on Differential Geometry, 

2013 3 25 , . 

*Qing-Ming Cheng, Applications of universal inequalities for eigenvalues,  Fudan University, 

Shanghai, China, March 15, 2013. 

*Qing-Ming Cheng, Self-shrinkers of the mean curvature flow, Geometry and topology of 

submanifolds, Fujian Normal University, Fuzhou, China, November 20-25, 2012. 

,  Riemann  Kirchhoff , 2012  

, 2012 11 1 , . 

Qing-Ming Cheng, Complete self-shrinkers, 2012  ,   

2012 11 1 - 4 , . 

*Qing-Ming Cheng, Estimates for eigenvalues of the Paneitz operator, The International Conference 

on Differential Geometry, Fudan University, Shanghai, China, September 21-25, 2012. 

,  Kirchhoff , 59 , 2012 8 30 , 

. 

*Qing-Ming Cheng, Universal bounds for eigenvalues of Laplacian, Jeju National University, Jeju, 

Korea, May 4, 2012. 

*Qing-Ming Cheng, Estimates for eigenvalues of L on self-shrinker, Kyungpook National University, 

Taegu, Korea, May 3, 2012. 

*Qing-Ming Cheng, Complete self-shrinkers of the mean curvature flow, Kyungpook National 

University, Taegu, Korea, May 3, 2012. 

,  Kirchhoff , ,  

2012  1  11-13 , . 

Qing-Ming Cheng, , 

2011, 2011 12 16-17 ,  . 

*Qing-Ming Cheng, Estimates for eigenvalues and applications, Beijing Normal University, Beijing, 

China, November 22, 2011. 

Yoshihiko Suyama, Conformally flat hypersurfaces --- Existence of an associated family and a dual 

hypersurface---, 2011  , 2011 11 3 , 

. 

Qing-Ming Cheng,  Universal bounds for eigenvalues of the biharmonic operator, 2011     

      , 2011 11 3--6 . 

*Qing-Ming Cheng, Universal estimates for eigenvalues of the biharmonic operator, South China 

Normal University, Guangzhou, China, September, 2011. 

, Kirchhoff , , 2011 7

7 , . 
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*Qing-Ming Cheng, A new obstruction  on minimal immersions,  International workshop on  

geometry of submanifolds and related topology,  Xinxiang Normal University, Henan, China, 

April 21-24, 2011. 

*Qing-Ming Cheng, Estimates for eigenvalues on complete Riemannian manifolds, Differential 

Geometry and Geometric Analysis, Osaka City University, March 13-15, 2011. 

Qing-Ming Cheng,  , 

2010 11 24 . 

, Kirchhoff , 2010  , 

2010 10 8 , . 

*Qing-Ming Cheng,  A new process on universal estimates for eigenvalues of the buckling problem, 

Fudan University, Shanghai, China, Sept. 10, 2010. 

*Qing-Ming Cheng, Can one hear the shape of a drum? Xianyang Normal University, Xianyang, 

China, Sept. 1, 2010. 

Qing-Ming Cheng, , 

, 2010 7 23 , . 

Qing-Ming Cheng,  , 

, 2010 7 13 , . 

*Qing-Ming Cheng,  A conjecture on eigenvalues of the buckling problem, Wuhan    

     University, Wuhan, China, April 30, 2010.  

*Qing-Ming Cheng, On eigenvalues of Laplacian, Hubei University, Wuhan, China, April 29, 2010. 

 

International Workshop on Differential Geometry 2014   2014 2 14 16   
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Ryosuke Hosaka, Shin-ichiro Osawa, Masaki Iwasaki, Yoshiya Matsuzaka, Hiroshi Tomita, Toru 
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